
・更なる輸出拡大
・海外ニーズの多様化
→輸出向けは産地食肉センターで
小割加工まで実施
※規制緩和により、産地食肉セン
ターに併設していない加工施設か
らの輸出も一部可能に

・産地食肉センターの人手不足
  →産地食肉センターにおける

小割加工は、輸出向け中心へ
  →国内向けの小割加工は

消費地近郊に集約

流通構造の変化

昭
和

農場

枝肉
加工

部分肉
加工

と畜場（産地食肉センター）

部分肉
加工

枝肉
加工

と畜場（卸売市場） 小売店

・小売店における
小割加工できる人材の不足
→小売加工の外部化の拡大
   （小売の大型化も背景）
→産地食肉センターで小割加工

・輸出の成長

販売のみ

海外マーケット

販売のみ

小割加工
販売

平
成

平
成
～
令
和

小割加工
販売

小割加工
販売

今
後

PCセンター

小割加工
販売のみ

海外マーケット

枝肉
加工

と畜場（産地食肉センター）

と畜場（産地食肉センター）

部分肉
加工 小割

加工

枝肉
加工

部分肉
加工 小割

加工

小割加工

PCセンター

小割加工

PCセンター

消費地産地

・冷蔵技術の向上
 ・消費地近郊住人の生活意識up
 ・流通コストの削減
 →消費地ではなく産地でのと畜へ

 ・小売における
小割加工の外部化・集約化の動き
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【食肉流通構造高度化・輸出拡大事業】 【輸出食肉処理施設機能高度化事業】

食肉処理施設の整備事業

小割加工、スライス加工等

部分肉

多様な
輸出ニーズに対応

労働力不足
を補完

省力化機械を導入

食肉処理施設

食肉加工施設

消費地で
国内向けを加工

国内向けの一部を分離

輸出向け加工
に注力

食肉処理施設 食肉加工施設

外部化で

輸出向け加工
を増加

輸出

【令和７年度検討中】輸出量を増加させるため、輸出に取り組む食肉処理施設外において、
輸出向けの部分肉加工等を行う施設・設備の整備への支援

部分肉

食
肉
処
理
機
能
の
強
化
と
輸
出
拡
大

➢ 食肉処理施設の再編整備や、高度な加工処理機械・省力化・自動化機械等の導入を支援することで、労働力不足を補完するとともに、
流通合理化による稼働率の向上、加工処理機能の強化及び輸出拡大を図る。
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